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類人猿の原始反射と発達について

坂本吉正・萱村俊哉・小野浩子

Longitudinal Comparative 5tudy on the Primitive Reflexes of the Apes. 

YOSHTMASA S .. ¥Ki¥MOτo. TOSlJlYA KAYAMURA， HIROKO ONC) 

人聞の新生児期，乳児期早期にだけ出現しその後

見られなくなる反射を。ー般にl京始反射 pnmJttve

reflex山 7 と呼んでいる。

しかし原始反射を‘このように出現時期だけを溢準

にして，単に現象的に理解するのでなく，もっと線源的

に発生織序から鹿解しようとする試みも存在している。

ことに成人における神経学的考察からは.反射の出現の

病的機序.すなわち，皮質障害がある場合に.今まで仁

伶織能によ勺て抑制されていた下位の未熟な反射が表面

iこ現れる反射.これを原始反射する考え方であるa

したがって.未熟な脳で出現するなら，人間に比べ神

経的発濯が未熟な額人強では.こうした反射は，強く，

かっ長期に存復するのではないか.という考えJiを孜与

は抱いていた。

以前から.こうした仮説に立って幼弱頼人債の反射を

見てきた我々は， 最近.後恋するように.反射の検査は

困難とされてきた幼滑な低地ゴリラ (Iowlandgorill旦)，

およひオラ ンウータン (orangutan)の反応Iと.その

発達について.かなり長期に剥べる事が出米たので，こ

こにその知見を報告し， 考察を加えてみたい。

1.検査と観察

(A)低地ゴリラ (Iowlandgorilla) 

1982年5月15日生れ。 lowlandgorilla，雄 (以下K

と呼ぶ)。父， 11歳(1970年.10月29日生れ)、-frJ:， 9歳

(~佐定.動物園到着1976年 5 月 10日 )。 出生時体重.2， 200

g。出生場所.動物園内。自然分娩。出生後泣かず fウ

ブ声なし)。動かさはかったが{母線がKの身体をはめ

始めると，かすかに動き始める。

母親は抱くだけで崎乳を全くしない。その理由として、

母線は.野生 (群生)で書It< ，動物園で出生したζとも
一因で‘ちろうと考えられ，このため.崎乳紙栄養に切り

答える。 ー日5図。

【2カ月19日 (81回目)】

左鼠駿郎にヘルニア仕1る。このため完全に母親から分

自主しての保育が始まる。四肢を屈曲す。尾部に蒙古斑に

似たm紋あり(これが後に尾部I!I門上部の白色の毛の東
に変わった)。

【2カ月22日 (84日目)】

(1) 一般状態，および四位と体位g ヘルニア完納する。

人口乳， 120cc.一気に飲む。這わず，立たず。腹臥位

で胸と腰を上げ，頭を持ちあげる。坐位まで引き起こし

てもheadlag (頭が着いて来ts.い)が見られるe 四肢

は問曲位。

大泉門は軽度に聞く。 限位は正位。両手の猿線lま，はっ

きりしない，むしろ痕跡.あるいは無しに近い。

(2) 反射および反応。Moro反射著明。犯鐙反射陽性。

ハンマー握る。ハンマーを引き抜こうとすると身体全体

を震わせて篤く。ただし，静止時，不随意運動は見られ

ない。 足の把握強L、。起の第1t旨(母鎗)，他の指と対

立 (OppOSIIlon)が見られる。

TNR(緊張性顕反射)目軽度.殆ど痕跡程度。Galant

反射はし。指などを口に入れると吸うが.これが原始反

射としての般畷反射suckingreflexか否か判断出米な

かった。 sabkln反射陰性。

膝夜腿反射 .両側陽性。腹壁反射 :両側，上.中.下

陽性。

なお.検査中.全然泣かず.体位を変えたり.四肢を

持って探作をしても，例えばハンマーで打っても.声を

出さない事は印象的であった。

【2カ月26日 (86日目)】

(1)一般状態.および肢位と体位a体重・ 3，535g，身

長 51c乱 :頭閉:31. 3cm 

腹臥位で胸と床の聞を聞けて，首を持ちあげる。伺l~

位で，;t，首を45度持ちあげる。四肢屈曲。透わたtい。検

査中.声を出さず，眼i求を動かさなl、。
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(2) 反射および反応。 Mono反射普遜の誘発法であ

る 頭の後ろに手を当てて落としても誘発出来ないが.

下に敷いたシーツを急に引くと全身で反応する。驚樗反

応と区別がつきにく L、。

杷握反射:著明。雨示指をそれぞれKの両手掌に入れ

ると.Kはこれは湿りしめるので.Kの身体を，そのま

まで床から持ち上げる撃が出来た。

Babkin反射，手宣言願部反射，交差伸展反射.いずれ

も陰性。歩行反射.誘発できず。挙準筋反射は明瞭でな

い。皇居丸は両側に存在していたが，篤いて挙準筋収縮し

たためか，挙kしたまま下りて乙訟かった。ヘニニアは

消失しているも"飼育係の判断で.なおヘルニア バン

ドを左鼠媛節に装着している。

【3カ月4日 (94日目7】

(1) 一般状態1 および肢位と体位。体重 .3‘680g:頭

間 :31. 5cm. まだ座れず。食事は人工乳.果汁。バナ

ナはロには入れるが呑み込む時，時間がかかり.まだ完

全に自発的摂取は困難。

腹臥位にて両手で身体を支えて胸を45度の角度まで持

ち上げる。仰臥位では.首を床と45度以上持ちあげる。

首は座っている。四肢屈曲。這わない。歯は4/80

(2) 反射および反応。 Moro反射'仰臥位でシーツを

引くと雨上肢を回外，手掌を開いて強〈反応する。

把握反射 ;手の反射，足の反射.共に縦性。ただし，

随意抱復はできず，手掌に緋自IJ膏を丸めて玉にしたもの

を持たせても，すぐに落としてしまう。

膝司E股反射 :両似tl陽性で，雨上肢を回外して手電車を聞

き，打つ時に声を出す。嫌がる。

交差伸展反射.両側IJ陰性。

腹位懸垂ventralsuspensionした場合.Landau反

射出ない。

【3カ月10日(1008El)】

(l)一般状態，および肢位と体位。体重:3.860g; 

身長 :52cm..胸囲:36. 8cm. ;頭図 :33cm.;頭胴長 :

39cm. f.本海(披禽): 37.3DC 。大泉門は閉鎖。

主主り立ち ;できず。歩行 :できずの

追う(飼旬)・「昨日(生後99日目)より這いますよj

と飼育係は言う。しかし.検査時.腹臥位にしたままの

t立置で観察していても.シーγを握って前に出ようとは

するが，前に出なL、。

また. iオリの中では.寝返りをしています」との飼

育係の話であるが検査時，寝返りはしなかった。

4/4，歯が生え，盛んにかみつく。

昨日より.食事は巣汁 (バナナ 70) +水，だけにな
司.
9。

( 2 ) 

(2) 反射および反応。

膝叢腿反射 :両側強陽性 T いわゆる反射の拡延(irra.

diation of reflexes)が見られる。反射は全体に冗進

し，膝蓋腿反射4およびMOro反射にて脱糞する。

Moro反射:陽性。仰臥{立でシーツを号1<バ'Yとb 両上

肢を回外.手掌を開いて泣き声を上げる。

把握反射あり，指を手望書に差し入れると身体を持ち上

げられるe 自発把握は，まだ不十分で. 1インチ角の立

方体を自発的に手を伸ばして掴み(把鍾)，まするが.す

ぐ放す。

Landau反射 陽性。腹位!懸垂で頭を持ち上げる。

【3カ月17日目(107日)】

(1) 一般状態.および肢位と体位。体重 ・4，070g.，身

長 .53.5cm頭囲 :34cm. 

慢の中では寝返りをする。っかまり立ち可能か。部屋

に差し渡した棒につかま って，ぶら下がる。 り、ガタメ"

を手に取る。 Iインチ角の立方体を差しだすも，取らな

腹臥位では.胸と腹を持上げて，床との間をすかす。

(2) 反射および反応。 Moro反射 a 出るが，ー乎掌lま録

初聞くが，誘発を繰り返すと開かず.純粋なMoro反

射は弱まり，驚得反応の所見である。犯握反射は両手と

も不十分。陽性支持反応(+)と思われるが，明確では

なL、。対光反射は， (これまでも)検査を行うが.開眼

するので所見が得られていない。

【3カ月25日目(1168)] 

(l)一般状態，および肢位と体位。体重 :4，420g.身

長 51crn.頭囲 .35. 5cm.胸囲:39cm.胴長.33c瓜

上肢 :肩飾~下手首22cm.肩峰~手先31cm.下肢:1& 

5crn. 

一インチ角立方体を手にとるが，それを毛布でおおう

と探そうとしない。把握の仕方。億指を使うよりも他の

指先を使うことが多いが一定しなし、母指を内側にして

怒る。

寝返り可能。捕まり立ち。プラ下がる。這う。歩行反

射でなく.支えられて歩く。 さかんに噛む。

生活していてほとんど声出さない。ただ.Moro反射，

臆反射の誘発時に瞬間的に声を出す。

(2) 反射および反応。鍵反対強陽性 (irradlahon

()f ref1ox)o Moro反射強陽性で誘発時，声を出す。 T

NRが出ない。 Parachute反射出ない。 Landau反射

(+)。把鏡反射(+)であるが随意犯握かどうかはっき

りしない。

食事'i.人工乳 (ミルク)140m!. (18. 2g) 1口4図。
このほか果汁(りんご70g・ バナナ70g. ぶどうlOg.. 



阪本(也 .額人篠原始反射 -257 

にんじん5gをtキサー!こて破作，ガーゼでこ したもの)

を与えている。

【4カ月 4日目(124日)】

(1)一般状態.および肢位と{本位。体重 :4，700g.身

長 :S7cm.頭囲 .35.5cm.胸囲:40. 3cm. 上肢:肩

峰~下手首22Cni.肩峰~手先31cm.下肢:210m. 

っかまり立ちはするが腕渡り Cbrachiation)までは

行かはい。 iZい回る。熊のよう に腹と床の間を開けて四

つんばいになって歩く Cbear-likewalk)。人見知りを

して， 飼育係が立ち去ろう とすると泣く。

立方体を随意犯握。母侮対立 (opposition)可能か。

ハンマーをしゃぶる。

気温20QCの部屋で倹夜をしたが， 寒いのか震えている。

外は雨，検査施行よのコンヂショ ン悪かったかもしれな

~\o 気温25"Cに暖めた飼育室では議ち着く。

(2) 反射および反応。

際反射 I 陽性であるが，以前のように強くは出ず

irradiation of reflexは見られなし、。Moro反射陽性.

誘発時守ギャー ッと声を出す。starUreflcxの可能性

が強い、 parachute反射出ない、 Landau反射せず，

把健は縫実に.しっかりする。しかし反射であるが随意

抱握かどうかはっきり しない。

【4カ月10日目(130日)】発熱380Cで検査できず。体重

4，580g. 

[4カ月20日目(140日)】解熱。体重4，700g_倹査せず。

歯牙 :下6本 (門街4木第l小臼歯2本):上門歯4

本。

【4カ月24日目(144日〕】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重 :4，830g. 

身長 57cm.頭閤:35.6cm.胸囲白 40.3cm. 胴長 -

37crn_上肢 ，肩鋒~手先31cm.下肢 21cm.

歯牙 s 上4本，下6本。大泉門は閉鎖。

独り立ちはしないが， 腕渡り (brachiation)をする。

熊のように腹と床の間を開けて四つんぱいになって歩く

Cbear-like walk)はしない。この日，始めて吊した タ

イヤに足を上げてブラ下がる。毛がさかんに抜ける。

腹臥位はとるが仰臥位にしようとすると.嫌かつてキ

イキイと泣く。涙は旅さなL、。寝る時は腹臥t古ーである。
母借対立 (opposition)はしなL、。 一インチ角立1J

1本を両手で持ち.日に持って行きガリガリと噛る。眼球
を盛んに動かす。

(2) 反射および反応。

Mり1"0反射あるも irradiatlOn(lf reflexは見られ低

L、。

【5カ月 I!ヨ(151日)】

(3) 

(1) -般状態.および肢位と{本位。体重.4，970g.身

長 ・44cm.頭図:35cm.胸聞 :41. 5cm.胴長:37c瓜

上枝 :肩峰~手首まで 23cm.下肢 (腫まで); 20. 5c 

m.座高 :32cm. 

片手で支えられようと手を出すが，両手を持つでも歩

かず，独り歩きはしない。飼育係から鍛すとキイキイ泣

く。 金網によじ登る。前方の物を見つめて目で追う。

サインベンを与えると片手で握るが，何か書かそうと

しても，口に入れてガリ ガリ噌るだけで，殴り書き

scnbbleをするような気配も見られない。

(2) 反射および反応。

膝蓋腿反射，上腕ニ頭筋反射，ともに左右陽性である

が irradiationof refloxは見られなL、Moro反射出
る。背反射(ー)0parachut&反射は施行できず。

【5カ月18日目(168日)】

(1) 一般状態，および肢体と体位。体重 :5，380g.身

長:51t'TTl.顧問:37. 5cm.胸囲 42.5cm 胴長 :371' 

m. ヒ肢 .肩峰~手首まで:23cm.肩蜂~指先端まで.

33.9cm.下肢(腫まで).20. cm. (足指先端まで〕 ・2H

cm.座高:33.0cm. 

独り立ち まだ。腕渡り (brachiation)・4二の日は

見れず。

腹o.位では雨前腕で支えて躯幹を起こし.胸と床の間

を開け.頭を持ちあげるロこのとき排便す。使は果汁色

軟便で背形で良好，穎粒 (-)，粘液(一)，血液(ー)。

仰臥位では上下肢は屈曲位.頭の位置は正中。手で随

窓把爆をして，a南乳瓶を持つが.まだ母指対立せず.支

えるだけ。立方体を持たすと両手に一個づっ持つが.す

ぐ離す。しゃぶり. ガリガリ噛る。

足での抱握できる。

ジッと見つめ~。斜視はなく.限位正常。

検査中全く声を出さず泣かなL、。

(2) 反射およu:反応。

膝蓋腿反射以前ほど強くない。 Moro反射出るが減少

し，弱く?誘発しでも手を少し開扇するだけ。 para-

chute反射，陽性。頗位懸垂 (ventraJsuspensioη) 

でLandau反射，陽性。

【5カ月20日目(170日〕】

食事を与えると好きなバナナからたぺてバンを後回

しにする。

【5カ月26日目(176日)】

うまい物(たとえばパナナ)しか遊んで食べないので

偏食を恐れ，この日より .~Ilの煮抜き(黄身) を与える。

【6カ月目(180日)】

体重 5.730g
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【6カ月19自白(1998)】

(1) 一般状態.および肢位と体位。体重 6，3∞g.身
長:36.5cro.頭~懸:20.3cm. (したがって，身長 .

56. 8cm.)。上肢手首まで:23cm.指先まで.34cm 

下肢.足憎まで :30cm.頭阻:33.5cm.胸囲:45. 8crn. 

胴長.37cm.上肢 :肩峰~手首まで 23cm.肩峰~指

先鳩まで:34. cm.下肢(跨まで) 20. cm. (足指先端

まで): 28cm. 

緩臥位では雨前腕で支えて鉱幹を起こし，胸と床の悶

を聞け，下肢を膝で屈幽(立て膝の状態)で四つんぱい

になる。立方体を鐙る。

飼育係が離れると械がる。怖がって t飼育係の見解)

2回脱糞する。さかんに歯ぎしりをする。犬歯はまだ生

えていない。

(2) 反射および反応。

縫反応}あるもlrradiationof reflex は見られfJい。

Moro反射なし。

【6カ月21日目(201日)1毛布くわえて寝る。

[ 6カ月24日目(204日)】プランコにプラ下がる。

【6カ月25日目(2058)】ボールにサマカーのようにし

て遊ぶ。

【6カ月27日目(207日)】座ヲていて泣きだし箇ぎし

りをし，ウフ ンウフンと言う。

【7カ月目(210日)】体重:6600g. 

【7カ月 2日目(212日)】ボールをくわえてドタパタと

走り回る。

【7カ月 3日目(213日)】バナナをムシャムシャ食べ.

「ウ.ウjと言う。

【7カ月10日目(220日)】座る。

【7カ月11日目(221日)】パンから食べ始める。食事は

4ルク と雑食となる。

@この日からの食事例。 一日4回。①8 30am. 

ノレク *220cc. ②11 30am. ミカン80g. パナナ60g.

リンゴ60g.バン50g.蒸し芋20g.卵黄lOg. 白菜30g・

笹川・ OOprn.パナナlOg. ④ミルクネ220g(本粉ミ

ルク31.2g，匙12*不，を220ccに抱いた物)

【7カ月20日目(230日)】

川 一般状態，および肢位と体位。 体重 :6.980g，胴

長:40. Ocm.頭頂~趨:55. cm.。上肢 ・手首までー

23cm. ，f旨先まで :34cm.下肢 ・足指まで :30cm. 頭

聞 :36.2l:m. 胸Il~ ~5. 3cm.胴長:37cm. 上肢:J屑

峰~手首まで:27. 4cm.肩峰~指先縦まで・ 36.8cm.

下肢(大転下~隠まで)， 25. 8cm. (大転子~足指先端

まで) . 33.4cm. 

最近，さかんに手背歩行 (knacklwalk)をする。

( 4 ) 

独りでl説って見回す。座って左腕で丸太ン維を飽く。あ

まり毛は妓けなくなる。四つん遣いをする。

検査者 L仮本)が憶に近づくと.さかんにキA ウキ z

ウといって抱かれたがる(こうした接近では飼育係との

区別ができなL、かん

犬歯はまだ生えず。大泉門は閉鎖。

向分での手の把握は母指対立せず。立方体を絞しでも

怖がって握ろうとしなL、
(2) 反射および反応。

層重反射あるも lrradiationof ref1exは，はっきりし

ない。 Moro反射と言えるかどうか分から広いが.敷い

ているシーツを急に引くと，ギャッといって両腕を問排

し脱糞する。

手の犯握反射はでないが，足の氾握反射は出る。

瞬日反射の誘発で眉間を.ハンマーで打っても閉限せ

ず.数回打って始めて開腹する。

【8カ月14白目(254日)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重 7.360g.胴

長 42.0CIn.頭頂~随帽 61.cm.。上肢'手首まで ‘

24cm. .f齢むまで:39cm.下肢:足指まで:30cm. 頭

図・ 37.cm.胸囲 45.cm.胴長 37cnl. 上肢:肩峰~

手首まで :27. .Jcm.肩峰~指先端まで.36.8ctIl.下肢

は転子~暖まで)・ 25.8cm. (大転子~足指錯綜で). 

33.4cm. 

この日から.下に置いた(人聞が使う)ペピーサーク

ルの中で過ごす嫌になる。

手背歩行 Cknacklwalk)をする。近くにある何でも

も(ノートもハノマーも)Uに人れ，片手を着いてrIに

積み木をくわえて歩く。まっすぐに独り立ちはしなL、
サインペンをあたえると先端(穂先)を口でくわえる。

口が抱慢する諜宮の機相を示す。

手足での随意把握がはっきり出来るようになる。担鐙

は母f旨を掌の中に入れて撮る。

(2) 反射および反応。

I隠反射あるも LI'radiationof reflexなし。

Moro反射圭言えるかどうか分からないがa 敷いてい

るシーツを急に守， ~ 、て誘発すると.驚得反応の様相を示

す。この時2回脱糞。

手の把侮反射はでないが.足の把錫反射は出る。

Landau反射(ー)0TNR (一).parachute反射

本明。

【9カ月目(270日)】体重・ 7.640g.

【9カ月18臼自(288日)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重・ 8，030g，胴

長 :40. Ocm.頭頂~趨 66.cm.。上肢 手首まで:
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23cm. J旨先まで:34cm. 下肢:足指まで・ 30cm. ll:li て検査をすることが困難になったためである。】

聞:38.2cm.胸囲:49. cm.胴長:37cm. 上肢ー日峰

~手首まで:25. cm.肩峰~指先端まで:37.8cm.下肢

(大転子~関まで): 24.6cm. (大転子~足指先端まで)

34.5cm. 

捕まり針。寝室が二段となー上の段lこ上がっ ~:， .. ' .L. ，. 
て遊ぶ。ブランコにぶら下がる。以前の織にもはや寝転

ぱなし、。

IÆる(~居する)。四つ足で，腹と床の聞を開けて熊

のように歩く。 r友利き」らしし左手にバナナを握っ
て食べる。足指で盛んに把搬する。 Fig1.The male 3-day-old lowland gordla. TNR 

手掌はもちろん，手背には毛が生えない。尻の白い毛 bul poo!' rcactin of righl exlcnded arm 

が目立つようになる。 .......

サインベンでノートに，書いて見せても全く興味を示

さず，サインベンを与えるとなめたり，噛ったり.キャ y

プを口の中に入れたりする。両手に一個づ.つ立方体を握

り一つづっガリガリ噛る。

音.光に対して感受性低いのかジ yと見詰めるだけで

他の反応は示さない。この日は非常に機織が良い。

(2) 反射および反応。

脆反射あるも irradiationof reflexなし。

Moro反射は誘発できず。 Landau反射(+).腰は

少し上がる。

【10カ月目(300臼)】体重:7840g. 

【10カ月15日目(315日)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重 8.380g，座

高:37. 5cm. iiJt閉・ 38.2cm.胸閉・ 50.cm_上肢・扇

峰~手首まで:25. cm.肩蜂~指先端まで 37.8cm.下

肢(大転子~蛾まで): 24. 6cm. (大転子~足指先端ま

で): 34.5cm. 

足指での把録。左手利きか。左手で物 (積み木など)

を取って噛る。左手にプランコにふミ手で締まって遊ぶ。

毛布の一片を持ってきてこれにしがみ十代。

1インチの角の立方体をかじる。立方体を毛布の下に

置くと所在を求めて俊すが分からない。

自我が出てきたらしく.検査，計測をしようとしても

低抗する。倹者(坂本)を見て逃げ回る。

観測中，泣かなし、。 JEも出さない。 径の中で検者をジ y

ト見て立ち去る。

(2) 反射およひ'反応。 逃げ回って正確な反射の検査は

不可能であった。ただ反応としてii:日したい事は，噛っ

ていた一インチ立方体の積み木を取り上げて，毛布の下

に隠したら.その所在が全く分からなくなることである。

【以下記録なし。一般公開を行うため，日IJに検査の時聞

か取れなくなったためと.大きくなったゴリラに接近し

( 5 ) 

Fig2. The maJe 3-monthふday-oldlowland go・
rilla. Posture al the ventral suspension. The 
h自adheld up bcyond plane of rcst body. 

a) 

/ 

b) 

Fig3. The male 3-month-3・day-oldlowland go・
nlla. Plantar reflex : a)Negalivc pseudo-Babirト
ski ref1ex. b) Ncgative pseudo-Babinski reflex. 
but fan-like formed opCl1lng fingers wilhout 
dorsif1exor of toe 
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Fig4. The male 3-month-3-day-old lowland go-
rilla. N 0 parachute reaction without extended 
both hands. 

F ig5. The male 3-month-9・day-oldlowland go-
rilla. Incomplete Moro's reflex induc巴dby pull-
ing the sheet. 

ぴぞ-.-¥-，

Fig7. The male 3-monthふday-oldlowland gor 
illa. Chewing and play with a hoop seized in 
left hand (left handedness ?). 

Fig8. The male 3-month-9-day-old lowland go・
rilla. Weight on hands， with extended arms. 
Plane of face almost reaches angle of 90 degre-
巴sto couch. 

(8)オランウータン (orangutan)の検査・観察

1986. 4月27日生れ。オランウータン科 (Pongidae)

オランウータン (orangutan)，雄(以下Sと呼ぶ)。

父親，母親，出生3日目の身体測定値ー体重1，920g，頭

囲29.2cm，腕の長さ(肩から指先まで)14.5cm，下肢

長10.5cm，足底のサイズ10.1cm。出生場所，動物圏内。

自然分娩。

母親は前仔に十分な晴乳をせず， 圧死させているため，

動物園側では大事をとって本仔を出生2日日朝より母親

Fig6. The male 3・month-9-day-oldlowland goー から分離し，飼育係の男性 (0さん)が本仔の保育を担
rilla. Hang down from a bar but no brahiation. 当することになった。

(6) 
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【2週3日 (17日目)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。休電2.460g。保育

器(混度26度，湿度80%)に入っている。全身が毛で覆

われている。足の各指に1;1:爪がなし、。よく泣く。大泉門

3 -5 mm。伏臥位，下肢伸展‘ t肢少し屈I柏，手は握っ

ていない。頭部を少し挙上している。顔面は正中位であ

り， 似IJを向いていない。腕を前方に伸展する。右手を

握りそのまま口に入れる。頻繁に鳴き声をあげる。腹臥

位から左右どちらのノ7向にも転ぶ。食餌は日に6回(ミ
Jレク)。

(2) 反射および反応。抱握反射 ;両手ともにかなり強

い握力である。 Moro反射著明。

Fig9.a) The male 17-day-old orangutan. Moro's 
refIex induced by pulling the sheet目

F ig9. b) Moro's original sketch. 

Moro 反射， Moro'JO、の原図，彼は動物学者Dofl・
emeの若者にあった図.(右側)から，この反対を i
つの先祖返り (atavislisch)の現象と考えた。

【1カ月 3日 (33日目)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重 2.610g，体

温37.0度。上下肢屈曲.顔面一側右向き.手は握ってい

る。首は座っている。生街0/0。憐ヘルニア。

歩行可能 ナックルハンドで上肢も下に若いている。歩

行時.腰は低い。

12) 反射および反応。氾握反射あり。モロ一反射。両

上肢ともに伸びなL、。むしろ屈曲する。事IJき手検査(リー

( 7 ) 

チング)を実施するも判定不能。

【1カ月14日 (44回目)】

(1) 一般状態?および肢位と体位。体重:3.010g;頭

閤:29cm;身長:37cm;掌の長さ 19cm。体重は一

日平均約50gずつ増加している。保育器からベビーサー

クルに変わり，頻繁に動くようになった。 2目前よりオ

シメ を着用。生歯はまだだが，歯茎が黒ずんでいる (歯

が生える徴候?)。 腕ヘルニアほぽ完納。大泉門触知不

能。毛が立っている(周りの環境が気に入らない徴候)。

寝返りはまだできなし、。クロールが可能。クロール時

には下肢は屈曲し，腰は高〈持ち上げるようにして前進

する。

一臼に 150~160cc のミルクを飲む。

(2) 反射および反応。 Moro反射:誘発できず。抱握

反射，ラ ンドゥ 一反射陰性。腹壁反射，瞬目反射陽性。

【1カ月288(58日目)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重 3，710go 

仰臥位，目覚めている。オ シメ着用(相当よく動くの

でオシメが外れることが多い)。タオルを右手で握って

いる。

歯は下顎の門歯が出かかっている。サ yキング(指しゃ

ぶり)は右手の方を優先する。左手のサツキングでは示

抱と母J告を吸うことが多L、。左手には把握反射が残存し

ている。

左手の伏臥位では立方体を握ろうとしない。

腹の下に足を引き込む。

(2) 反射および反応。 Moro反射 !以下のようにさま

ざまな誘発方法を試みた。 1)仰臥位になっている Sの

下に敷いているシーツを下(尾)の方向に引いた場合

陰性 2)シーツをSの右方向に;:;1 t、た場合;両腕とも

に陽性 3)シーツをSの左方向に引いた場合ー左腕は

陽性だが1;腕は陰性 4)頭部挙上後， ~落下させた場合 ー

一瞬の港時をおいて両腕に出現する。

膝蓋腿反射:僅かに認められる。眉間反射，瞬目反射，

吸畷反射，腹壁反射，背反射はすべて陽性。背反射では

同時にペニスの勃起が誘発された。ランドゥ一反射およ

びパラシュート反射はともに陰性。

鋭を見せたが，全く興味を示さない。

【2カ月13日 (73日目)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重:4，300g;身

長 ;32. 5cm;頭囲 30.5cm;胸囲‘ 38.8cm;下肢長 .

17cm;上肢長:(胃から手首まで)21cm， (肩から指先

まで)32.6cm。歯は0/0。

仰臥位では上肢伸展，下肢屈曲。伏臥位では腹下から

左腕を彼くことができない(右腕は可能〉。手足がクロー
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になっている。握力は石手のほうが強l、。さまぎまは係

索行動が認められるが.TLJj1本l丸顔面の正中線上に差
し出しでも鋸ろうと し江L、。伏臥位にすると胸の下部が

床から離れる。クロールはしないが前進することができ

る。

食餌はミルク。 大小便時には 'キーキー」と鳴いて自

分の欲求を伝えている。便はパチンコ玉の大きさ。

ベノライトによる光(新奇刺激)に興味を示す。

(2) 反射および反応。 motorirradlation は認めら

れず。筋卜ーヌスは高くなし'0Moro反射。 TNRとも
に陰性。

膝外腿反射.腹壁反射.瞳孔反射.居間反射，1段畷反

射は陽性。

ランドゥー反射 L背中は少し反り返り，頭部は胴体に

対し平行になるが挙上はしていない。手はタローで下肢

は問曲している。パラシュート反射 :陰性。

鋭に対する反応 :鏡の前面に!凶んで自己の鏡像を凝視

し.さかんに手を振る動作を繰り返す。他の物体に比べ，

鋭を見つめる時聞が長<，鏡の前でさかんに体全体を動

かす。鏡を下に引いたら.自身の handplayを見る。

そして左手で鎖を掴もうとする。鏡を凝視しているSの

背後からポ γ ケットライトの光を鋭に写すと，その光を

凝視する。この持続時聞は数分間に及ぶ。ポ !γ ケットラ

イトを動かすとSは鏡に写った光の動きを迫観し，手を

のばす。のばすのは右手が多い。鋭を吹てると.両上下

肢で鋭をたたく。

【2カ月29日 (89日目)】

川 一般状態，および肢位き体位。体重 4.960g。歯

は0/0。仰臥位ではL下肢ともに少し屈曲。左手は

claw状にたEっている。

腹部，背中部そして上腕にかけて黒いアザが認められ

る。このアザは口増しに濃くなっている。

寝返りは中途半端で完全ではない。歩行は可能でナv

クルゲイトである。右手のほうが相対的によく動く。寝

返りは左方向だけ行う。

(2) 反射および反応。両jニ下肢ともに意図的な把握が

可能。省手の握りがとくに強い。但し.立方体やハンマー

は掘もうとしなL、。

1'NRは陰性。ランドゥ 一反射:head upは10度以

下。パラシュート反射:陰性。

鏡に対する反応鋭に写った自己の鏡像を見て.近付

き，きの延出，発声をする。そして，鏡を左手で掴もう

とする。非常に輿倉してL必。鋭に対して口をあけてみ

せ， nlこ泡をためる。

人物の顔面部の写真を見せても反応しなし」光刺激

( 8 ) 

(カラ〆の7ラッンュ)に対して筋仰反応を示す。

【3力月11日(101日自)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重:5，100g。オ

シメ着用。 歯はoo. 
仰臥位では両上下したともにクロー。左足は仰展，有

足は自在に{申屈を繰り返す。サツキングは右手が多L、。

お手で右足をよく綱む。左手ではこのような動作はみら

れなし、。左手は主に毛イ11を個んでいる。n!il以伎では腹下
の左腕を妓くことができはL、。

(2) 反射および反応。筋トーヌス正常。 motol'irra 

diationなし。 Moro反射， TNRともに陰性。

庖問反射，腹壁反射，吸畷反射・陽性。犯復反射:陰

性。腹臥位は中間位.すなわち腕部が床からかなり離れ

る。

右手で物を掴もうとする。仰臥で首を持ら上げて起き

上がろうとする。左手はも布を録り守右手は前後に動か

す。右肩を起こそうとするが2度失敗する。その後.ti肩

を起こして寝返りそうつ。

検者から差しはldれた立方体に対する反応 :右手.抱

爆し口へ持って行く。左手;一瞬握るがすぐに落とす。

右足，省く纏っている(反射ではなく意図的)。左足:

鎧らない。

鋭に対する反応 -鏡の自己像を注視する (54秒間)。

鏡の後ろを覗こうとする。但し.実際、に捜しに行こうと

はしない。鏡に写った人物を見る。鏡に手を触れて鋭を

婦らす。 sが鋭を注視しているときに鏡の位置をずらし
ても特に反応を示さなL、。光や音に対して敏感で.明る

い方や音源1こ顔を向けようとする。

【3カ月25日(115日目)】

(1) 一般状況，および肢位と体位。体重 :5，lOOga留

は0/0。大泉門(孟閉じている(触知不能)。

8月に入ってド痢をし， 1週間続いた。下痢巾は未m
化性の使であった。

仰臥位では上下肢原幽，右手短る。胸部と腹部を床か

ら縦して腹違いをする。その時上肢はナックルハンドに

なっている。ときに.四つ足で腹道い (creeping)を

することもあく。っかまり立ちをしかけているが不完全。

2日前につかまり立ちができた。遺行から座位姿勢がと

れる。また，仰臥位から下肢で支えて半分立位姿勢をと

ることができる。左方向に寝返りを打つ。

(2) 反射および反応。 Moro反射:判別困難。居間反

射 :陽ttf.Q 膝蓬腿反射 陽性だか弱~'0背反射:僅かに
みられる。ランドゥ一反射一第2相まで出現する。

新奇物体を見せると.ちらつと見て.右手をのばして

くる。
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釘手はほ織と1出の指との対立ができる。眼前の目的物
を取ろうとして腕をのばすか， 目的物にすぐに手泊れもか

ない(眼と手の協応が未熟)。左手のほうが大きなムダ

伝動きは少はいが.物体をti:sIiIに:五JJ¥しでも.古腕をの

ばーして掴もうとする。

あらゆる物体をなめようとする。検者が持ち込んだ記

録用のノートもなめようとするο

，f>:!:l(まあまり発声はしないが. 普段はうるさ く声ーをあ

げることがある(飼育係の大東さんの談話)。不安状態

に置かれると，低い音声でキーキーと叫ぶ。

光刺激に対して.ちらつとみるがあまり興味を示さな

いs 鈴の音iこ対しでもあまり興味を示さず，ばっと綴り

l旬〈ことはなし、。タパコの臭いを嘆かせると， 一瞬嘆い

で，すぐに顔を背けて両手で顔を覆う。 I明らかにタバコ

の臭いをいやがっている。

鐙に対する反応:鋭をなめる。鋭の前で右手を動かし

てみて遊んでいる。鏡を裏返せば.なめたり，たたいた

りといった動作をやめてきょろきよろしているので.s 
は鏡の表と盛の識別ができるようである。暫く鏡像を凡

てい7.i(17秒)が.すぐに人の声のほうに顔を向けてし

まう。鋭を見江がら自分自身の体をしきりにさわる。鏡

の後ろを捜している(傑索行動)。人の芋をよく盤るの

は右手であり，右手のほうが左手よりも鐘力が強L、
【4カ月 9日(129日目)】

(1)一般状態，および肢位と体iむ体'I!・5，150;身長

60.1cm; uJ'j図 .32cm:胸凶:41. 5Cffio 本日から措~手L開

始。織は0/00

っかまり立ち可能n 仰臥{立から寝返りがうてる。腹臥

位では腹部とベッドの聞は聞いている。眼前の立方体を

掴もうとするが，行きすぎてしまう(阪と手の協応が不

完全)。全体的な粗大運動しかできない。 ヒモを鐙るこ

とはあるが立方体は.{j手， 1王手ともに鐸らな (1。

(2) 反射および反応。 Moro反射 キ yと声を上げ

同時にδと肢のみをパッと広げる。

膝蓋鍵反射，腹壁反射，眉間反乱.t:陽性。ラジドゥ ー
反射陰性。

clulh on thl' face (顔に船けられた.(fi)は.キキキ

と発声しながら左手で取った。カメラのフィルムの巻民

しの音を非常にいやがる。ベノライトで呈示すると手を

仰はしてくる。 J.r..}j向へペンライ トを移動すると規線を

そちらへ動かす。しかし.ベンライトが柱の彩に隠れて

しまうとそれ以上追視しない(物体永続性はまだはい'~ ) 

鏡に対する反応 :鋭を7分以上にわたって見ている。

鋭に向かつて予をのばし.鏡を裏返すと鏡の端を怒る。

鏡に向かつて口づけをする。口づけは一向き灼で.それ

(臼)

も，自己の鋭像と周聞をちらちら見ながら口づけLてい

る。鏡をみている Sの後ろ方でヒモを揺らすと， S(立鋭

に映っているヒモを取ろうとして左手を動かす。たどし，

Sの右側後万でヒモを揺らすと右腕をのばす。鋭にi映っ

たヒモをうまく定位することはできないが， ヒモを取ろ

うという動作はみられる。鏡の裏側を気にして左右から

のぞき込もうとする。鋭の裏をみせると，裏を観察して

いる。

【4カ月23日(143日目)】

(1) 一般状態 4 および肢位と体位。体重 :5，300g;身

長 50cm;頭図35cm。幽は門歯が2* (9月3日に!t
歯)。

{本毛は背昔日で縦にが:)19cm.腹部では約8cm!l:.えてい

る。

自らの口の中に指を入れて深しところまで突っ込む。

ときに検者の手を握り自分の[1の中に入れることもあ

る。

仰臥位から起き上がるときには，右側から起き上がる。

自ら他者につかまりに くL、
(2) 反射および反応。伏臥位で下肢屈曲，手指内転。

下肢だけの伝い歩き可能。

Mot'o反射，背反射，陰性。局附反射 ;陽性。

膝li腿反射 Sが非常に緊張しており，反射がはっき

りしな ~IU

c1oth¥' OJJ tbl! fat:cでは.なかなかハンカチを取ろ

うとしなL、。結局在手で取勺たが時間がかかる。追続可

能。

新奇な物体に興味を持つ。自ら立方体を右手で摘む。

このときの握り方lま母指以外の4本指が把握に参加して

いる。

タパコをO臭がせると.~をひ くひく させて臭いを嘆い

でいたか，いやがる。

鏡lこ対する反応:凝視約2り秒。そして鏡を動かして鋭

の後ろをみる。再度鏡をみて目口をつける。 Sが鏡をみ

ているときに他の物をみせると，ー時的にそちらの方へ

気を向けるが，すぐに鏡に興味が戻ってくる。鋭に向け

て，キーキーと発声する。

【5カ月78 (157日目)】

(1) 一般状態，および肢位と{本位。体重 5.400g;動

凶.34. 5cmo歯l孟2ノ2。食餌 L離乳食)はオレ J ・ン.

りンゴ果汁，パン、チチボーロなとで果物中心。

(2) 反射および反応。腹壁反射;陰性。膝外腿反射.

左足だけに少しみられる。

鏡に対する反応。鋭の前で手を聞いたり閉じたりして

いる。鏡の前で踊る。赤い袋を続に写したら鏡に中の袋
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を取ろうとする。鏡を右足で盛んに蹴る。 Sの頬に赤い

虹を付けて鋭をみせても赤い点には興味を示さなL‘。鋭

が見えなくなると，キキキと不安の声をあげる。

音には非常に敏感で.鈴の音や検者が指を擦り合わす

音1こも反応し，音源の方を振り向〈。

立方体を取るときには，うまく定位できず，腕全体を

立方体よりも遠くに伸ばし.手をつま手の織に使いその

まま自分のところへ引き寄せてくる。 Sが立/j体を見て

いるときに，それをハンカチで隠すと，立方体に対する

関心を失ってしまう。

【5カ月21日(171目白)】

(1)一般状態.および肢位と体位。体重 .5，550g;身

長 :53cm;頭困:32cm;手首の周り:10. 5cm;足首

の周り:12. Ocm。歯は2/2。

(2) 反射および反応。居間反射腸性。光刺激(カメ

ラのフラッシュ〉に対し瞬きする。

物音や身体刺激には敏感に反応する。 Sの(本を軽〈た

たくと.非常に続いたように，クフゥンという声を出す。

脇の下をくすぐると.手を振り回L逃げようとする。

嫌なことや物に対しては動作や声ではっきりと拒否す

るようになった。

金網を摘むときには， 母指以外の指1j2ドが参加してい

る。

ハン7 ーに恐怖感を示す。ハンマーから逃げて，タオ

ル (Sの専用)を鍵る。

以前のように，物をすぐにロにもって行かない。舌を

チョロチョロ出す動作がよく見られる。

眼と手のt泡応や空間見当識が正確になってきた。立方

{本が置かれた場所に正確に手を伸ばす。 一回で立Jjf本を

凋むことができる。

鋭に対する反応 L離れた位置から約30秒間みて，近付

く。鏡に口づけをするが，表情は認やかでなし、。鋭を足

で蹴ったので鋭が倒れた。その音に驚き遠くに逃げ。 こ

ちらを見ている。鋭の上や下をのぞき込む。

検者とともに鏡を映ると.sの動作が少なくなり.じっ
とみている。その状態で検者がSの額をなでると鋭を見

続けている。そして検者の手を取り.自分の口に人れ.

その動作を鏡でじっとみている。このとき一度後ろを娠

η返る動作が認められた。

【6カ月 5日(185日目)】

(1) 一般状態，および肢位と体位G 体重 ;5，55Ug;身

長 53cm;頭図 :35. 5cm。

食餌は朝と夜はミルク200cc-， 昼は和光掌のフルーツ

ミックス130g.ハナナ コド，オレメジとリシコの果付

(各一個分〉。

(10) 

(2) 反射および反応。興味あるものに右手を伸ばして

口を入れる傾向がある。人形をみせると.人形の鳳に口

づけをする。

鏡に対する反応・ぬいぐるみを鏡に映すと.鏡の方に

手を伸ばす。鏡を自分だけでは見ない傾向が出てきた。

すぐに検者にしがみつきにくるe しがみついたまま鏡を

みせると 4 手を伸ばし.すぐに引っ込めて，検者の鎖を

みる。そのままで自己の鏡像を約1分間重量観している。

おろすと，銃の方へ行きかけるが.すぐに引き返して〈

る。鏡にペンライトの光を映すと後ろを振り返る。

男性の検者に対しては強くしがみつき， じゃれつくよ

うな動作を示す。これに対し，女性の検荷では.服を握

るか.あるいはただ膝の上の乗って.胸に顔をあて.べっ

たりとくっついている。検者の性別によってSの反応が

異なる。

【6カ月20日(200回目)】

(1) ー般状態.および肢位と体位。体重 5.750g (肉

し，2， 3目前まで 5，9∞-6，OOOgあった);頭図 :35 
cm.上肢長 :26cm;下肢長:17. 5cm。歯lま2本(卜

下どちらか不明)。

座位婆勢をとっている。這行はヲロスで四つ遣い。便

の色は茶色。食餌のメニューは. ミルク2山ccl靭)• パ

ナナ70-80g(IOam). ベビーフード(昼食)，果物

(夕方). パン(佼食)。出された食簡は全部食べる。

非常に活発に動く。昼寝のときは少々の物音では目覚

めない。就寝の姿勢は伏臥位である。育Ij頭部が膨れてき

た。

(21 反射および反応。 Sにぬいぐるみを呈示すると近

付いて口をつけるo 次に手を近付けたが.カメラのシャ・y

ターの育に驚き手を引っ込めた。シャ yターの音に非常

に敏感である。 Sの体に急に触れるとキィーと叫ぶ。

馴染んでいる対象には愛着を示すが，新奇刺激(ポー

ル.コアラのぬいぐるみ)は避けようとする。

手より足の握力は弱い。両手で何か(たとえば金網)

を摘んで，両足で移動する。人にしがみつくとき.向い

合わせをいやがり.検者に背中をみせて正面を向く。そ

して上腕を外旋させてひとにしがみつく。抱いている姿

勢で検者が膝を立てると不安の声をあげる。自分の位併

が高くなると不安。

鏡に対する反応 :約10秒間凝視する→鏡に向かつて手

を出す→口をつける→鏡の端のにそっと手を掛ける→鏡

の裏を覗いて興味をなくす→再度鋭を呈示すると凝視し

て手をのばす(リ ーチング)→再び鏡の裏を覗こうとす

る。鏡の後ろを覗く場合は右似1)からが多い。

Sが鏡を見ているときに.急に鋭を偲すと，少し戸を
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I1Jしていらだ「た縫子を示す。

ル←ジュテスト (Sの額にl直径1cm円形で赤色のシー

ルを貼って，鏡を見せた場合にそのシールを取り除こう

とするかどうかを検討する。もし.とり除けば，鏡に写っ

ているのが自己像であることを認識している間接的伝証

拠になる〉を実施したが，明確な反応はなかった。 一度

鏡の鏡像のシールに手をのばしたが.すぐに引っ込めた。

ルージュテストの結果.sが鋭像を自己像と分かってい
るかどうかは不明。おそらく分かっていないのでないか。

しかし.鏡像が他のオランウータンと思っているかとい

うと，どうやらそうではないように感じるa実際lこ，検

者2人がSとともに鏡に写った場合.sは顔を背ける.ilJ
作を行った。

検査の最後になると，鏡の裏面には興味を示さず他の

物体に関心を移す。

【7力月 4日(214日目)】

(1) 一般状態，および肢位と体くらい。{本重 :6.100g: 

身長48cm;頭四 35cm:腕の長さ(肩から手首)

(右，左腕ともに)23c;m;足の長さ(右，左足ともに)

17cm。歯は2本。

本日は全体的に動きが少なL、。疲れているように見え

る。

サツキングは左手の親指が多L、下肢は相対的に左を

よく使う。 l度郎lま腕から上正7に長さ約10cmの盛り上が

りがみられる。オシメを外していたので.検者の一人が

尿をかけられた。排尿のコントロールはまだうまくでき

t，i.l，、。

(2) 反射および反応。鏡に対する反応:鏡に手を掛け

て自分のほうに引き寄せ，ロをつける。鏡に関心をなく

し検者の手を引き寄せて，そのまま近付き検者の膝の

上に乗る。再度鏡を見ると自己の鏡像の顔を凝視する。

その後鏡の裏をE在認する。ルージュ テストでは顔につい

た紅を除こうとはせず. じっと鏡をみている。

社会性の発達。 Sが検者一の頭髪を指んで引っ張ったと

きに検者が「痛い」と言ったらすぐに力を緩めた。相手

の反応をみて力を入れ具合いを調節できるようになった。

検者の頭髪をヲ|っ猿ろうとして手をのばしたが.検者が

悠った表情をすると.即座に号|っ張るのを中止した。人

に抱きつくときにもあまり強〈抱きっこうとはせず，経

〈腕を廻すようにほった。抱きついたときに緩く体を揺

らしてやると安心したような顔つきをする。検者同士で

話をしていると，訴をしている者の顔を見るようになヲ

た。検者の膝に乗っている状態で何か新しい行動に移ろ

うとするとき，必ず検者の眼をじっと見るようになった。

S は外界のできごとの意味を捉え.そして外的世界に自
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身の行動を合わせようとしているように見える。

【7カ月18日(228日目)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重:6.300g:身

長 ;52.5cm;頭凶 :32.3cm:上紋の長さ (肩から手首

まで): 27cm;下肢の長さ(足の付け根から くるぶしま

で).20cmo歯は2/2。
(2) 反射および反応。検査の厳初では.sは必ず片手
で獣舎の金制を握り，反応の手で対応する。左手で自分

の欲しい物が取れないと，金網を持つ手を変えて反対側1)

(右手)で取りにくる。金網につかまっているとき s
の頭上で物を呈示すると上を見て予をのばし，それでも

届かないときは足だけで金網を提って上に登り，手をの

ばす。しかし，時間が経過すると金網を持たすに物を姻

みにくるようになる。

腹郎や背骨sを触られると首をすくめて表情を変える。

抱こうとするといやがって限をむく。さまざまな表情が

出てきた。

Sの眼の前で巻尺を振子のように振ると.指れる巻尺

を追視し，巻尺の本体を憎む。次に，巻尺をさらに大き

く娠ると，巻尺を追視し， sのほうに巻尺が近付いてく
るのをτ 手をのばして持って綱む。このとき， sの両手
を抑えておくと， 起を出そうとする。怒りの表情を表

す。

鏡に対する反応 ;凝視 (5秒間)のあと倹を向き.鋭

の舗をかじる(初めての反応)。鋭を離すと.再び伏臥

位になって鏡の凝視をする (30秒間)。鏡を凝視すると

きの表情は， I浪を大きく見開いて不安な綾子である。鏡

にぬ~¥ぐるみを映しでも注意を払わなし」鏡にペンライ

トの光を写しても光を無視している。検者の一人が鏡に

写っているが，振り返ってそちらを見ることはしない。

社会性の発達・検者の鞄に興味を示し，検者が鞄から

取り出すものをじっと見て近付いて倹者と一緒に総の

中を覗〈。 鞄の中にあった反射検査周の金属性ハンマー

を少しさわるがすぐに手を縦してしまった(金属の冷た

さに跨いたようであるλぬいぐるみなどは好んでUに

入れる。

検者がSの名前を呼ぶと近寄ってくることもあるが不

確実である。検者が手を叩いて (拍手して)Sの名前を

呼ぶと近付いてくる。そして検者との闘にある程度 t約

3ucm)の間隔をおいて，検者のほうを向いて手をIIIし

てじっと持っている。

【8カ月2日(242日目)】

(J)一般状態，および肢位と体位。

(2) 反射およひ'反応。鏡に対する反応:凝視→銃に手

をつける→手で自分の足をもって.手を離す.その動さ

、、J'
d

，，‘
 

l
 
，，、
.
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を鏡の中で見ている→鏡と床の間の隙聞に手を入れて鏡

をたたく。各動作の後.必ず上方から鋭の背後をのぞき

込む。

鋭の前から去りかけたとき.sの片手と片足だけが鏡
に写っているところで止まり.再び鋭の前に戻って.手

や足を振る動作を行った。 検者と一緒に鏡に写っている

ときのSの表情にはとくに変化はみられない。また，検

者の怨像と実像とを見比べるような動作をみられない。

ルージュテストで.額に付けられたシールに気が付か

ない。鏡にハンカチなとのSが気に入っている物を写し

でも無視している。

指さし反応はみられない。

積木は録るが，それを使って操作はしないu

「ロを開けてごらん」といって検者が見本を示すと，

同じように口を開けた。これは綴倣行動かワ

体をくすぐると気持ちよさそうにしている。

腰掛けることができる大きさの汽車(単輪が付いてい

て前後に動かすことができる)にSを乗せようとすると.

キーと叫ぴ (不安反応?).検者にしがみついて抵抗す

る。

Sの目前でボールをころがしてみると. しばらくその

勤きを追視し，体全体で追いかける。しかし.乙のとき

Sは必ず片方の手で金網を控室っている。金網のとどかな

いところで改めてボールをころがしてみると，金剰を鐸っ

て段も近くまで接近する。しかし.どうしてもとどかな

いので.30秒-1分ほどボールを凝視して.やがて諦め，

令網の上方まで登りつめてしまう。

【8カ月15日(255日目)】

(l) 一般状態.および肢位と体位。体重 :6.900g;身

長:52cm，頭四 .33.3cm;上n支の長さ(右左共)• 28c 

m:下肢の長さ:18cm (右).18.5cm (左〉。

手すりにつかまって.下肢でスムースに移動すること

ができる。

j2l 反射および反応。積木を鍵手で引き寄せるように

して取づて握る。片手で毛布を握り片手で積木を握る。

鋭に対する反応 . 鋭の裏側を覗きにく ~\Q 鏡の端をか

じる。鏡の前で篤きの表情をみせる。鏡をみながら.前

腕を頭上に挙上し.左手で右手を掴んで綴り挙げては下

ろす。この動作を10回繰り返す。

口の中に物を入れて移動する。寝返りはも布を握って

行う。新奇刺激(数取器)を見せると一度後ろに下がり，

その後鋼んで口に入れる。

飼育係Oさんの談話:昨年の暮れ(生後8カ月 2日目

以後)から， sはOさんにおjして甘えそ示すようにな「
た。 0さんの後を追い， j1i!居時にはしかみつき，泣き叫

(12) 

ぷ。こちらの意志が通じるようになったと感しる。一時

間ほど遊ばせるときも.sはOさんの周りをうろっき，
たいてい(;tしがみついている。 0さんが部屋に人ってく

ると寄ってきてしがみつく。離れたところからSの名を

呼ぶと近付いてくる。

【8カ月29日(269日目)] 

(1)一般状態.および肢位と体位。頭四 :34， 6cm， 

上肢の長さ.31cm (宥腕)。少し不機敏。オシメがj謂れ

たとき，代えてもらうまでじっと していた。

(2) 反射および反応。鋭を入れる袋を取ろうとして移

動するが， 左足を金網にかけたままで，腕をのばして取

ろうとする。両手に積気をもたそうとしても片手は金制

を隊さず.しまいに怒り出す。検首とl慢が合うと.少し

後ろに遠ざかり右腕を振りかざして幽を剥いて威嚇行動

を取る。縫いぐるみのコアラを抱いてコアラの輿をかし

る。その後，コアラの鼻を音をたてて吸っている(r度
お弓ぱいを吸うときのよう)。

鏡に対する反応:鏡をSから60cmくらいの位置に置

くと.手をのばして鏡を引き寄せる。鏡の前で手を振っ

てロをつけ(そっとつける). 銭を引き寄せたり縦した

りして鏡像の動きを見ている。飽(i縦に見ることを好む。

予期的な迫観ができる。 Sから鋭を引き離すと.sは検
者の手を持ち.検者の般をみる(鏡を取って欲しいとい

う主要求行動)。コアラの縫いぐるみを鋭に写すと. s，ま
鋭を持って鏡の伎鑑をドげた。そして.コアラが写って

いた位置を見て驚いた。

検者とともに鋭を見せようとするといやがって見よう

としなL、
【9カ月13日(283日目〕】

(1) 一般状態.および肢位と体位。体重 ・7，450g.頑

凶，34.3cm

12l 反射および反応。名前を呼ばれると振り向く。省

手と左足で物を網む。両手でおもちゃの端を持つ。両手

で一つずつおもちゃを持ち，カチカチ打ち合わせる。お

もちゃを役げることができる。おもちゃを口に入れ，予

で持ち.l卑くへ滑らせて，また引き寄せてUにいれ，床

でたたく。コアラの縫いぐるみの羽合lホ抱きかかえる

よ今にして持つ。 Sがコアラを触っているとき，検者が

コアラに手をのばすと. SIま手で検手干の予を払いのける。

これを3回繰り返した後. S(ま検者が手を出していたEい

のに払いのける動作を行った。コアラに飽きると.箱の

中のおもちゃを順次奴り出すが.気に入らないと政り投

げる。

おもちゃを持ちながら金網を登ることかできる。手に

持っていたおもちゃが Fに滋ちると.金網から降灼てき
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ておもちゃを拾う。

金網の上から降りてきて予を差しだし.おもちゃを渡

すと，突然声を準げ.自を篠っている(ヒ卜の子が泣い

ているのと同じしぐさ)uそして再度金網の上の方へあ

がってしもく。

鏡に対する反応 .鋭を凝視(約3分)。この間，鏡の

前で手そ振り.鋭を掴んで左右に動かし鏡の中で動き

を見ている。鏡に映って僚にいる倹者と鋭の中で視線が

合うとm線を反らす。砲やかな表情で鏡をみており‘鋭
に接近し.上方から鎖をのぞき込む。

[ 9カ月27日(297日)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重 7.550g;頭

四:35cm 

(2) 反射および反応。おもちゃ(プラスチックの組立

てプロック〕に対する反応:おもちゃを2個くっつけて

渡すu今度はSに2信lのおもちゃを維ればなれにして渡

すと悠り，再びくっつけて渡しても，それを振り回して

短否する。おもちゃは両手で掴んで振り回す。また.両

足でおもちゃを持って娠り回すこともある。さかんにお

もちゃを自分の体に綴り付ける。

検者どうしがキャ vチポールを始めると.それをしっ

と見ている。しらんふりをして，背を向けることもある

が.その場合でも{本を折り曲げてのぞき込んでいる。し

ばらくして.sの万ヘポールを転がしてみると，不安の
声をあげる。検者が近付くとしがみつき，頭を撫でてや

ると落ち者き.指すいを始める。検者が手を離すと.s 
は検者の手を撮って，自分の頭に持って行く。

鏡に対する反応.自己の鋭像をみる『手足を振る→鏡

の裏をみる→鏡をたたく→自分のl本を触る一銭に額を合

わせて頭をくるくるまわす→再度鋭の哀を覗く。このと

き，外でトラックの走る奮が聞こえたので.s はそちら
に往怠を向けた。

再度，鏡をみせると，鋭に顔や{本を係り付けー検者を

手に引っ張りSの体に触らせる→鋭を動かし自分のとこ

ろに引き寄せ，役げつけるようは動作をみせる。

ルージュテストでは鏡を見て額のシールを取ろうとし

ない。鋭から他のおもちゃに興味が移ると.もう鋭の仰

に(i戻ってこなし‘。 検者どうしが話をしていると，キー

キーと呼んで怒り出す。あるいは，カメラや時計に触ゥ

て検者のtt~を肥厚とする。この場合. sの名を呼んで
溢ぶとすぐにのってくる。しかし先ほどSの方に転が

したポールをみせるとキキキと不安の様子をみせる。主主

尺を娠ると恐かる。どうやら動くものに恐怖を示すよう

である。

名jjijを呼ぶと，すり寄ってくっついてくる。

(13) 

【10カ月11日(311白目)】

(1) 一般状態.およびl波位と体位。体重 .7.700g

(2) 反射および反応。検者のカメラの操作に興味を示

し，日艮そ見開いて凝視している。人間 (検者)と遊ひた

がる。 S白ら倹者の手を取り.&いかける。表情は非常に

豊かで，問、れ笑い，にらみなどの表情をみせる。

おもちゃにお}する反応 ・Sが一つのおもちゃで遊んで

いるとき.第二のおもちゃを差しtfjすと，初めのおもちゃ

をFに稽し.それを左足で仰さえつけながら，第二のお
もちゃに手を伸ばし，そのおもちゃを待っている検者の

腕を綱んで自分のところへ引き寄せる。片手にそれぞれ

おもちゃを持って両者を打ち合わせよ弓とするが，両腕

と般との協応がうまく行かず，合ったり合わなかったり

する。

ボールに対しては，恐怖反応がある。ポールが転がっ

てくると一応手を出すが.すぐに離れたところへそれを

拘!しゃる。

鋭に対する反応 :鋭の前におもちゃを並へるとおもちゃ

に手を伸ばし.鏡を見る3 鏡の前でおもちゃを動かして

おり，おそるおそる鏡にのぞき込む (鏡の前で動き反応

が出現)。鋭を自分で動かして.鏡が倒れて飽く。 Sが

鋭をみているとき，検者が鏡を動かすと， sが鏡をみて
いるとき，検者が鏡を動かすと.sは{本をピクッとさせ.
逃げていく。ルージュテストでは額のシールに気が付か

ない。鏡に映った検者をSにみせると，鋭の前から積筏

的に雛れようとする。

検者どうしかキャ vチポールをすると.それを.頭を

撫でながら見ている。ボールの動きに1-2秒遅れて追

視してし必。キャ yチポールを10回以上繰り返すと，検

lfがボールを投げないでも相手の検者の方へ阪を移して

いる〔動き会予測している)。検者がSの方ヘポールを

投げるまねをすると頭をおさえて遠のく。キヤ ノチボー

ルを再開寸ると.次第にキャ ァチボールのラインの中に

入ってきてボールを転がす。しかし.ボールに対する恐

怖感は残っていて.ポールを持たない検者の方へ近付く

傾向がある。

名を呼ばれると振り向くし.そちらの11へ近寄って行
くこともある。

天井から垂直に垂らされた2本のロープを両手，両足

で綱ん上まで登って行く。ロープを登る際の手の鐙りは.

4-$:の指が伴っているが.母指は伴わえよい。

物に対する好奇心はかなり強くなった。自分の手に負

えそうな物は積極的に嘗めたり.両手両足で持ったりす

る。しかし 物と物とを羽迷づけて傑作することはでき

なL、c
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【10カ月25日(325日目)】

(1) 一般状態，および肢位と体位。体重:7，950g。散

歩の途中で寒さで軽量に戻された。

(2) 反射および反応。検者にしがみつき，離れない。

検者の販を凝視して，目良と眼が合うとさらにしがみつこ

うとする。そして， しがみついたまま，仰向けになった

り，腕にぶら下がろうとする。検者が立ち上がると不安

を示す。

Sの目前で積木にハンカチをかぶせて見えなくなると，

ハンカチを見て， ハンカチを取り払い，下の積水をみつ

けることができる〈物の永続性の感覚の獲得)。次に，

積木をハンカチで包むと， sはその中に穣木があること
が分かっていて，ハンカチごと握って振り挙げる。しか

し， ハンカチを広げることはできない。

Sの顔面にハンカチを働けるとすぐに取り去ることが

できる。 2回目はハンカチを掛けられることをいやが

る。

鋭に対する反応:鏡に近寄るとき.おもちゃやひもを

持ちたがる。鏡におもちゃをすりあてる。鋭を動かすを

逃げる。

Figl0. The male 2-month-29-day-old oranguta凡
Postive glabellar reflex to examiner's finger. 

Figl2. The male 2-month-29・day-oldoranguta札
Watching his face on the mirror. 

(14) 

ay-old oranguta札
Poor reaction to the light of "penlight". 

Figl3. The male 5-month-7-day-old orangutan. 
Positive Landau reflex. Head held up well bey. 
ond plane of rest of body. 

Figl4. The male 5・month-7・day-oldorangutan. 
A hand unskillfully aproach to one-inch-cube. 
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ドig15.The male 5-month-21-day-old oranguta乱
Hang down from a bar but incomplete brchi-
atlOn. 

Fig16. The male 8-month-2-day-old orangutan. 
Chewing lhe hammer seized in righl hand. 

3.考察

この論文を以下の二点， a)類人猿における原始反射

と，b)われわれの見た幼表類人猿の発達と， ヒトの発

達の比較について考察したい。

a)最初の論J点は，幼務類人猿の原始反射に関する我々

の記録と， b)これまでの報告を比較検討.位鐙付けで

ある。

本論文で類人猿の原始反射とよんでいるものが.果た

(15) 

してヒ卜の原始反射に当たるものかどうかは確信できな

い。したがって正確には 「原始反射に相当するもの」と

言うべきであろうが，便宜上，原始反射と呼んでおく。

人類と類人猿の神経系は，解音IJ学的，生理的にも極め

て近縁な関係にあり， Darwin7)が言う， ‘ヒトと動物

の感情表現は一つの連続体を表わす"は，感情表現だけ

でなく，他の機能にも当てはまり，原始反射も，その例

外ではない。Clemens")は，動物の個体発達を， 1) 

生れた時には存在し成熟すると消えるもの(反射など)，

2)生れた時には存在しないが，成熟するにつれて出現

するもの登る，這うなど)， 3)生れた時にも存在する

が成熟過程で変化するもの(睡眠，吸乳など)，の3つ

の分けて述べており.この 1)に当たるものが，われわ

れのいう原始反射に相当すると考えて良いであろう。

一方.類人猿と人間の神経系ではどこが最も際立つた

差かといえば，新皮質系脳における発達の差であろう。

McLeanけは，これを3つの系の階層的権造の差と見な

して三位一体説 (triunetheorey)を鍵唱した。すな

わち，~虫類脳，旧捕乳類脳，新日市乳類脳が階層的に出

来上がって一つの脳として働いている，というのである。

こうした考えは，戦前から戦後を通じて現在までのヨー

ロッ パ学派，たとえば，ルlonakow，C. v.. Mourgue， 

R'). ，AndrふThomas.Saint-Anne Dargassiesらけ叫

の独仏学派の，層状説Schichtentheorie、あるいは'

新生児や幼若児を F芋、oe町r乱e釘rの言う Pa剖11μidumw巴凶s巴叩n 1 

G蒼f球的存在)として見る考え方に速なつている。つま

り，ヒトY;f]若児では，上位脳の発達が未熟なため，下位

の原始反射が出る，といするのである。われわれも， こ

うした仮説を支持するものであるが，以下，幾つかの原

始反射について検討してみたい。

(i) Moro反射。原始反射の中で代表的なものであり，

ヒトでは2月までは著名に出現するが.以後減弱して6

-8. 9月以後見られなくなる同。ところが，われわれ

の観察したゴリラのKでは. 3カ月までは強陽性，以後

は4-7-9月と出現が不明瞭になって9カ月以後では.

シーツを引けば， 一見“モロ一反射様"の反応は見られ

るが，原始反射と驚侍反応の区別は，実際には動物を相

手にする時，非常に難しい。

われわれの意見では，それは.いわゆる驚鰐反応，あ

るいは反射 (starlleresponse or reflex)に相当す

るものではないかと考えている。そのー査証として，原

始反射の減弱した時期の百臼包の観察で鍵反射やMoro

反射の誘発時に，脱糞を見る事を記録した。この状態を，

Kohler，W.'71は，恐怖の表現だとしているし，反応が，

f路傍反応、である一つの証拠と言えるであろう。
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すなわち，われわれの考えを言えば，先の層状説から

も推定できる様Fに.1，京姶反射と篇得反射は.われわれの

検査結果と発生機序から考え， 一つに繁っており，同ー

のものと言える。われわれは，下位中枢を抑制する上位

中枢の成熟度とこれを誘発する要因によって名前が異な

るだけでないかと推論している。

(u)把握反射は. ヒ卜では，生後 1カ月までは著名で

あるが2カ月以後減弱消失する刷。われわれの観察では

2月までは確実に原始反射としての特性をもって出現す
るが 3月以後，原始反射と随意運動との区別がつきに

くくなる反応を示す。そして4月以後には.はっきりと

した随意抱握を示すのである。

原始反射の出現時期を比較する上で，この.反射か随

意運動かの暖昧な時間は，移行期とすべきか否か，つま

り，一連の反応が繋っているかどうか， ヒト幼若児には

見られないだけに解釈上，興味ある事実である。

(温)強護性頭反射 (TNR)は. ヒトでは2カ月までは

見られ，以後減弱4月を過ぎると消失する。われわれの

見たゴリラK.では，生後2カ月で見られたものの.以

後明瞭には出現しなかった。これは， ヒトと違い.幼獣

を一定の肢位で頭を回転するような検査で陽性陰性を判

定する事は困難で，消失時期を云々するのは適当ではな

いと考える。

(討)足底反射.その他。ヒ卜幼児では神経系の未成熟

のため Babinski反射陽性だといわれるヘわれわれの

検査結果では.Kが2カ月以後と成熟が進んだ時期で

あったためか， Babmski反射は出現しなかった。

幼若児と成人の足底反射を比較する事は以前からも報

告があり Pfeiperの詳細な論文川が示す通りである。

しかし.類人猿の原始反射についての先行論文は究めて

少ない，というよりも皆無に近，10 ただ，その中で成熟

サノレについてBabinski反射を中心とした足底反射の検

査と考察が行われ，成熟サルの反射とヒト幼若児の反射

とを関係付ける論文がいくつか存在してし必。

たとえばFult.onらh は， 100匹以上の多種類の綴人

猿の足底反応を調べて，パビンスキー (Babinski)反

射と乳児で見られる足底反射との異動.そして類人猿で

の足底反射を対比している(1932)。足底反射について

はそのほかJacobson，C. F. & M. M. Q932)やYo-

shioka， (1932)らの報告があり，多少の異動はあるが，

類人猿とヒトの近縁性を示そうとしたものである。

われわれの検査では.Bahinski反射検査では， Babl-

nski反射.あるいはBabinski様反射は出現しなかっ

たが， ハγマーの柄を足で握ろうとする運動に巡られて

巣たして陰性だったと言えるか否か，出生直後の検査で

(16) 

はどうかなど.今後に残された問題は多い。

以上の様iこ.われわれの報告は一例づ、っと数が少ない

ので，一般的断定を下しにくいため，これまでの報告を

参照して論じて見た。しかし，これらも.研究観察期聞

が一定せず，多くの類人猿を扱っていても.動物の種頬

もまちまちで，長期に幼若時期からー質して追跡したも

のは見当たらなし、。

しかも倍も重要なのは，対象が成獣であることが殆ど

で.出生iil後の報告は見当たらえEい。誰でも考え.手掛
け得ると恩われるのに.何故こうした研究が少ないのか

については.坂本11)が述べているので，詳細は省〈。そ

の大要は、類人猿の出生が少なく.たとえ生れでも母親

から分離しての検査が出来ず.幼者類人猿の観察や研究

の機会に恵まれない事にある。この点でも』われわれの

報告は，ローランド ・ゴリラとオラ ンウーヲンの三例lこ

過ぎないが，かなり長期にわたった観察と検査結果であ

り，貴重な記録といえよう。ただ.われわれの対象がw

先に述べた様に神経反射で最も興味ある出生直後からで

はな <.残念ながら，ゴリラは69回目から.オランウー

タンは17日旬以後のものであったことである。われわれ

は，可能ならば，誕生後間も無くからの.できれば新生

児期からの幼若類人猿につ.'てe検査観察そここに述べ

るべきであった。しかし.上述した親からの分隊などの

理由で，これは不可能であった。詳細に出生直後.新生

児期の類人猿の神経学的検査ができる守他日を期したい。

b)類人猿の発達について。幼若類人猿，といっても

われわれのは， ゴリラとオラ ンワータ ンについて， しか

も前者は全身的運動Clocomotion，平行移動〉に， 後

者は鏡などの反応lこ重点においての報告である。きわめ

て限られた観察であるが， ヒトの乳幼児との比較におい

て考察を加えたい。

われわれのゴリラ(生後2カ月-11カ月)とオランウー

タン(生後17日-7カ月)の鋭察を. ヒ卜と比較したい

が， ゴリラやオラ ンウータ yの生後10カ月がヒトの10カ

月にそのまま相当する訳でははいであろう。

宮地illによれば.ー般に.サJレはじトより早熟で，ニ

ホンザルには， ヒトの 3.5-4倍の早さで成熟し， 25以

上を トシヨリ期とする，そしてヒ卜の赤ん坊期を2年と

すればサルのそれは約6カ月と対比している。これから

すれば種属の差があるものの，大雑記に見て宮i也illのい

うアカンボ期後期からコドモ期の記録としてよいである

つ。

表 lは.Mackinnon引が類人猿を中心に他の霊長頬

との比較を示した表で，性成熟年令を一つの基準にして.

単純に等比級数的に発達するとすれば，額人猿の成長は
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Table1. The compart!wn of the apes 

ヒト チン fンノー プリラ オランワ-9ン テナガ フクロ子ナガ

染色体数 46 ~8 48 48 44 50 

新生児体重 3‘29 1. 5H 1. 92 1.48 り.40 0.56 

妊娠期間 275 2~ 2 265 254 日10 230 

性成熟年 L4 7 -8 7-8 7-8 6 I:! 1-8 

オトナc?(kgj 65 45 L75 75 5. 7 11. I 

平(kg) 58 10 85 51 5.3 10.3 

頭蓋容積♂ 1400 396 535 417 104 160 

(cn?)♀ L300 355 458 366 JOl 126 

Mackinnon..J. :The Apぜ wlthlnUS. Col1ins SODS & Co.1978(/)(原洋以訳}わが内なる類人猿，早川
書房.1981. p. 301)・

ヒトの暦年令の約半分であるとの議論もあるが.厳密に

言えば単純IJ等比級数的比較は出米なt、。

ゴリラK.の全身i整1')Cill1行移動)を見ると. 3月過

ぎで裂返り..wう(制匂)ことが出来. 3カ月半ばで腕

渡り (brachlatiOn)を始めるが， まだ不完全であった。

ンョリーのL寸"修正された腕渡り""の時期であろう。

この腕渡りは4月24日では完全に出来るようになる。た

だこの時期 C5月木・構)では1並行移動はかなり進歩して

初旬や摘まり立ち， 7カ月11日ではknacklewalking. 

7カ月19日では独り座りはするが.tOカ月自になっても，

独り立ちはしなL、。これは， ヒトで見られるi目立可能な

ように股関節の構造の差にもよる却のであって，単純に

発達が遅い訳ではない。

手(足)指の連動も早く. 2月過ぎには担銀し 3カ月

には犯握反射は減弱し. 4カ).jに入ると|磁怠把握か見ら

れる様になる。巧級性/iJ.指より足指の}jが優れてしゅ。

宮地li聞の観察を~I いて山 I色れるとすぐ母親に摘まる .

というが，これはMoro反射によるもので.随意杷混と

は言えないであろう。

なお，われわれの見たコリラは必利きであったo

Fossey" は6.7カ月のゴリラで右手IJきであることが

分かった，としているが，利き:手の篠立は.かなり'Tlい

と思われる。

このように， ー般的に，頒人猿の並行移動やて指の運

動(l!If:J11 U pU 11:I11On) を中心とする動きはヒトに比ぺ

でかなη甲い。これに比べて一般的理解 (genet'al 

unu!!rstflndings)の商の発達は緩めて慈し，。 また，す

でに報告している O. 1 ~主児の鋭像反応と.今回のオラ

J ウータンの鏡像反応を比較しでも. ゴリラの lイノチ

角の立j日本に丸iする反応などを.向J1干令の乳幼児に比べ

ても，さらにサルの成熟度がヒトより加速する事を考え

れは.その遅れは明らかである。

(17) 

また， 100-199日図のK.の記録で，検査に怖がって

脱糞する事をi!f‘ベた。ゲシュデルト学派のケーラ_It.，も.

チYパンジーが見慣れない動物に出会う と怖がって句脱

糞する~ (これを，彼はユーモアをこめて. “動物に一

回腕まれるほどに，そんなに猛烈に利く下剤ははい".

と記しているが)を指摘している。ただ.彼の観察対象

は成熟した領人篠であり.われわれのそれは生後半年の

幼若な動物であり， この年令でも恐怖というEinsicht

が見られるということは興味深l'o

今岡は.額人猿の神続発達を中心に述べたが.こうし

た見解だけで伝<，行動的な函.たとえばローレンツの

「人間の性質をそのまま動物に役影している訳ではない。

むしろ逆仏どれほど多くの動物的な遺産が人聞の中に

筏っているかをぷしているのに過ぎないのだ。J勧という

見解に見られるように.現，(f，反射だけでなく生物にお

ける現象全般に亙って， 一貫性のある量産がりとして認識

すべきであるという思巧}jl句は.I世界的潮流であり，さ
らに進んだ傑究が成されるべきだろう。

まとめ

幼若ゴリラと幼-6オランウータンを Lいづれも雄)そ

れぞれ生後69円から 345日まで (276[:j間)と。生後17

臼から325日まで (308日間)，原始反射を中心に神経発

述の検査と観察を行い.その結果と考察を行った。

検作成績と先行論文を考察した結果.原始反射は大脳

皮質が系統発生上から見て.あるいは個体発生上から.

上位中村XJijl綬が未成要員なため，下位神経機能の抑制がで

きず発現する一種の神経反応であるとの結論に透した。

(稿を終るにあたり.研究の便立をお1十り頂き.また，

色々お世話いただいた大阪市立大学動物園の諸氏.なら

びに，京都市立動物園の安井凶~.高橋祈雄諸氏に!感謝

致します。)
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Summary 

The c1inical neurologic examination and locomotive development study ∞a male infant lowland go-
rilla and a infant orangutan were documented and discussed as follows. 

1) 1'he primitive reflexes and the development of a male lowland gorilJa and a roale orangulan have 

be t'ecorded fOI' period of 276 days (the 69th day to 345th day after birth). and 308 days (the 17th day to 

325th days after birth) respectively. 

2) The young primaωs showed more exaggerative prirnitive ref1exes or responses and later remained 

!O cornparison wJth the primitive reflexes of human infants. On the ground of our research. iL has been 

considered that the so-called primitive reflex has be a sort of the explosive response on account of the 

weakness of cerebral inhibition due (0 imma t.uriLy in higher cenlral nervous system. 

3) The young primates have-more rapidly developed Jocomotion， the other hand the developmental 

mile stone in the fields of the general understandings and social behavior showed definitely delay than 

in the human infanl 

(19) 


